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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第19期

第３四半期連結
累計期間

第20期
第３四半期連結
累計期間

第19期

会計期間

自平成24年
４月１日
至平成24年
12月31日

自平成25年
４月１日
至平成25年
12月31日

自平成24年
４月１日
至平成25年
３月31日

売上高（千円） 8,859,988 8,841,855 11,658,194

経常利益（千円） 281,789 212,769 341,858

四半期（当期）純利益（千円） 135,863 108,328 166,472

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
136,044 108,493 166,724

純資産額（千円） 3,712,433 3,758,063 3,743,114

総資産額（千円） 6,519,890 6,433,999 6,670,335

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
12.71 10.13 15.57

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 56.9 58.4 56.1

　

回次
第19期

第３四半期連結
会計期間

第20期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成24年
10月１日
至平成24年
12月31日

自平成25年
10月１日
至平成25年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
2.74 2.98

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．平成25年10月１日を効力発生日として、普通株式を１株につき100株の割合で株式分割しております。これ

に伴い、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額

を算定しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について重要な変更

はありません。

また、主要な関係会社における異動については以下のとおりであります。

　

（音楽事業）　

第１四半期連結累計期間より、「㈱ＭＡＳＨ　Ａ＆Ｒ」を新たに設立したため、持分法の適用の範囲に含めており

ます。　

（映像制作事業）

主要な関係会社の異動はありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(１）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円高の是正や株価の高騰、政府による経済対策等を背景に、

企業収益や雇用環境が改善し、個人消費は持ち直しの傾向が見られるなど、景気は緩やかに回復してまいりまし

た。一方で、海外景気の下振れや消費税増税後の景気減速など、先行きについては不透明感を残したまま推移いた

しました。

こうした中、当社グループでは、業績回復の更なる伸長、コンテンツプロデュース力の強化による既存事業の成

長と新規事業の取組発展、組織再編後の会社の基盤整備とコミュニケーション戦略の立て直しを当連結会計年度の

経営方針に掲げて経営を行っております。

この結果、売上高は8,841,855千円と前年同期比18,132千円減（同0.2%減）となりました。また、営業利益は

206,285千円と前年同期比58,367千円減（同22.1%減）、経常利益は212,769千円と前年同期比69,019千円減（同

24.5%減）、四半期純利益は108,328千円と前年同期比27,535千円減（同20.3%減）となりました。

　

セグメント別の業績は次のとおりであります。

　

①音楽事業

　有料放送の番組視聴可能世帯数につきましては、「スペースシャワーＴＶ」が828万７千世帯、「100%ヒッツ！

スペースシャワーＴＶプラス」が292万８千世帯となりました。有料放送収入は前年同期並みだったものの、レ

コードメーカーからの広告出稿が減少したことや、番組制作費が前年同期比増加したことなどにより、当第３四半

期連結累計期間における放送関連の業績は前年同期を下回る結果となりました。音楽ソフト関連では、著作隣接権

収入・音楽出版収入などの権利収入やマネジメント事業による収入が増加したものの、パッケージ販売収入やレー

ベル事業収入が前年同期比で減少したことにより、前年同期を下回る結果となりました。イベント関連では、当社

主催の野外フェス「Sweet Love Shower 2013」の観客動員数が伸びたことにより、前年同期を上回る結果となりま

した。また、書籍関連では、前年同期比で新刊本の刊行が減少したことに加え、返品が増加したことにより、前年

同期を下回る結果となりました。この結果、売上高は7,634,261千円と前年同期比309,156千円減（同3.9%減）、経

常利益（セグメント利益）は、144,432千円と前年同期比78,720千円減（同35.3%減）となりました。　

　

②映像制作事業

当事業につきましては、当第３四半期連結累計期間は従来のミュージックビデオ制作に加え、ＬＩＶＥ映像制作

やＣＭ制作の受注が増加したことにより、売上高は1,207,593千円と前年同期比291,023千円増（同31.8%増）と前

年同期を上回る結果となりました。この結果、経常利益（セグメント利益）は、77,950千円と前年同期比18,868千

円増（同31.9%増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、主に流動資産その他が88,553千円、受取手形及び売掛金が

76,855千円、敷金及び保証金が37,731千円増加し、一方で現金及び預金が408,617千円、流動資産繰延税金資産が

32,883千円減少したことなどにより、前連結会計年度末に比べ236,336千円減少し、6,433,999千円となりました。

　負債につきましては、主に買掛金が51,840千円増加し、一方で未払金が92,267千円、未払法人税等が82,639千

円、賞与引当金が60,585千円、役員退職慰労引当金が40,716千円減少したことなどにより、前連結会計年度末に比

べ251,285千円減少し、2,675,936千円となりました。また、純資産は利益剰余金が14,783千円増加したことなどに

より、前連結会計年度末に比べ14,949千円増加し、3,758,063千円となりました。

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が対処すべき課題について重要な変更

はありません。

 

（４）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 35,200,000

計 35,200,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成25年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,690,800 10,690,800

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株　

計 10,690,800 10,690,800 － －

　

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　　

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数(株)

発行済株式
総数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成25年10月１日

（注）
10,583,892 10,690,800 － 1,789,059 － 846,059

（注）平成25年10月１日付で普通株式１株につき100株の割合で株式分割を実施しております。

　 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。　

　

（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　

①【発行済株式】

 平成25年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －
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区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

完全議決権株式（その他） 普通株式　106,908 106,908 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 106,908 － －

総株主の議決権 － 106,908 －

　（注）１　「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が24株含まれております。

また、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数24個が含まれております。

　　　　２　平成25年10月１日付をもって、１株を100株に株式分割するとともに、100株を１単元とする単元株制度を採

用しておりますが、記載数値は当該株式分割を反映しておりません。　

 

②【自己株式等】

 平成25年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

－ － －　 － － －

計 － － － － －

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から

平成25年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,108,926 2,700,308

受取手形及び売掛金 1,516,523 1,593,378

商品及び製品 230,854 263,186

仕掛品 135,712 169,950

原材料及び貯蔵品 1,131 1,972

未収還付法人税等 － 10,217

繰延税金資産 165,845 132,961

その他 193,488 282,041

貸倒引当金 △67,762 △67,535

流動資産合計 5,284,718 5,086,481

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 494,277 493,310

機械装置及び運搬具 15,506 15,506

工具、器具及び備品 310,941 305,360

土地 72,455 72,455

リース資産 455,071 450,862

建設仮勘定 15,200 －

減価償却累計額及び減損損失累計額 △855,130 △888,324

有形固定資産合計 508,321 449,170

無形固定資産

ソフトウエア 147,699 211,731

リース資産 3,769 1,926

ソフトウエア仮勘定 83,190 23,377

その他 31,665 18,458

無形固定資産合計 266,324 255,494

投資その他の資産

投資有価証券 40,170 68,033

敷金及び保証金 302,865 340,596

繰延税金資産 214,152 193,701

その他 69,740 56,477

貸倒引当金 △15,956 △15,956

投資その他の資産合計 610,971 642,852

固定資産合計 1,385,617 1,347,517

資産合計 6,670,335 6,433,999
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 927,069 978,910

リース債務 75,230 53,421

未払金 295,934 203,666

未払法人税等 101,147 18,507

預り金 436,864 459,646

賞与引当金 137,435 76,850

役員賞与引当金 17,995 17,745

返品調整引当金 74,990 94,032

売上割戻引当金 1,273 1,200

その他 74,669 38,641

流動負債合計 2,142,608 1,942,622

固定負債

リース債務 193,529 156,942

退職給付引当金 461,982 488,286

役員退職慰労引当金 121,911 81,194

その他 7,189 6,889

固定負債合計 784,612 733,313

負債合計 2,927,221 2,675,936

純資産の部

株主資本

資本金 1,789,059 1,789,059

資本剰余金 846,059 846,059

利益剰余金 1,108,087 1,122,870

株主資本合計 3,743,205 3,757,989

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △91 74

その他の包括利益累計額合計 △91 74

少数株主持分 － －

純資産合計 3,743,114 3,758,063

負債純資産合計 6,670,335 6,433,999
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

売上高 8,859,988 8,841,855

売上原価 6,723,199 6,830,696

売上総利益 2,136,788 2,011,159

返品調整引当金繰入額 19,174 19,042

差引売上総利益 2,117,614 1,992,116

販売費及び一般管理費 1,852,961 1,785,831

営業利益 264,653 206,285

営業外収益

受取利息 326 281

受取配当金 89 89

受取賃貸料 2,100 1,305

業務受託手数料 6,350 133

諸預り金戻入益 7,200 4,203

その他 6,862 5,807

営業外収益合計 22,929 11,819

営業外費用

支払利息 5,531 3,931

持分法による投資損失 － 1,084

その他 261 319

営業外費用合計 5,792 5,335

経常利益 281,789 212,769

特別利益

投資有価証券売却益 － 156

固定資産売却益 15 －

特別利益合計 15 156

特別損失

固定資産除却損 5,046 707

固定資産売却損 71 －

投資有価証券評価損 － 546

特別損失合計 5,118 1,254

税金等調整前四半期純利益 276,686 211,671

法人税、住民税及び事業税 71,140 50,050

法人税等調整額 69,682 53,292

法人税等合計 140,822 103,343

少数株主損益調整前四半期純利益 135,863 108,328

少数株主利益 － －

四半期純利益 135,863 108,328
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 135,863 108,328

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 180 165

その他の包括利益合計 180 165

四半期包括利益 136,044 108,493

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 136,044 108,493

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　（持分法適用の範囲の重要な変更）

　第１四半期連結会計期間より、「㈱ＭＡＳＨ　Ａ＆Ｒ」を設立したため、持分法の適用の範囲に含めておりま

す。

　

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

　　

（追加情報）

該当事項はありません。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

減価償却費 174,185千円 142,698千円

のれんの償却額 39,639 －

　　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

　　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日

定時株主総会
普通株式 93,544 875 平成24年３月31日 平成24年６月27日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

　　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月25日

定時株主総会
普通株式 93,544 875 平成25年３月31日 平成25年６月26日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日 至　平成24年12月31日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２音楽事業 映像制作事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 7,943,418 916,569 8,859,988 － 8,859,988

セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,000 33,104 34,104 △34,104 －

計 7,944,418 949,673 8,894,092 △34,104 8,859,988

セグメント利益 223,152 59,081 282,234 △445 281,789

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引等消去△445千円であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整をおこなっております。　

　　

２． 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　　該当事項はありません。　

　

（のれんの金額の重要な変動）

　　該当事項はありません。

　

（重要な負ののれん発生益）

　　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日 至　平成25年12月31日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２音楽事業 映像制作事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 7,634,261 1,207,593 8,841,855 － 8,841,855

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 20,494 20,494 △20,494 －

計 7,634,261 1,228,087 8,862,349 △20,494 8,841,855

セグメント利益 144,432 77,950 222,382 △9,612 212,769

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引等消去△9,612千円であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整をおこなっております。　

　　

２． 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　　該当事項はありません。　

　

（のれんの金額の重要な変動）

　　該当事項はありません。

　

（重要な負ののれん発生益）

　　該当事項はありません。

　　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 　
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前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 12円71銭 10円13銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額（千円） 135,863 108,328

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 135,863 108,328

普通株式の期中平均株式数（株） 10,690,800 10,690,800

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

２．平成25年10月１日を効力発生日として普通株式を１株につき100株の割合で株式分割しております。これに伴

い、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額を算定しており

ます。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

平成26年１月30日開催の取締役会において、当期期末の１株当たり配当予想について、修正することといたしました

ので、お知らせいたします。

１,配当金の総額………………………………………120,271千円

２,１株当たりの金額 11円25銭（内訳　普通配当　８円75銭　記念配当　２円50銭）

３,支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成26年６月25日

（注）  平成26年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。

　　　　本件は、平成26年６月開催予定の第２０期定時株主総会に付議する予定であります。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成26年２月13日　

株式会社スペースシャワーネットワーク

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 池田　敬二　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 荻野　毅　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 猪俣　雅弘　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社スペー

スシャワーネットワークの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成

25年10月１日から平成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び

注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社スペースシャワーネットワーク及び連結子会社の平成25年

12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　　

　（注）１．上記は、レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書

提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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